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風かおる五月！～589名の子どもたち～ 

 

さわやかな風が心地よく吹き抜ける季節となりました。新１年生８３名が 

入学して、全校生５８９名でスタートして、約１か月が経過しようとしています。 

新１年生は、おもしろくて、優しくて、かしこいお兄さんやお姉さんに温かく見守られながら、 

毎日元気よく、集団登校で学校に登校できています。24 日（月）より給食も始まり、少しずつ小

学校の生活リズムに慣れてきたようです。 

２年生から６年生の子どもたちも、新しい学年・学級の先生や仲間と共に、学習活動や係活

動、学年行事などに前向きに取り組んでいるようすを見とることができます。 

特に、６年生は学校のニューリーダーとして、日々の学習にも、１年生を迎える会という学校

行事の進行などにも、意欲的に取り組んでいます。 

学校教育目標である「自ら学び、心豊かで、たくましい子どもたちが育つ教育の推進 ～家

庭・地域とともに、一人ひとりの「生きる力」を育む多田東小学校～」における、「生きる力（確か

な学力・豊かな心・たくましい体）」を、先日お示しした学年経営の方針に則り、日々の学校生

活で育んでいけるよう、夢いっぱいの楽しい学校生活が送れるよう、教職員一同力を合わせて

まいります。 

 

さて、本年度より、授業参観後の学級懇談や家庭訪問を廃止しました。このことによって、直

接、学級担任等と対面でお話しする機会と 

いうものを一律に設定するということはして 

おりませんが、いかがでしょうか、個別に、何 

かご相談しておいた方がいいことがありまし 

たら、ご遠慮なく、学校までご連絡願います。 

 

 来週から、ゴールデンウィークが始まります。 

コロナ禍も一定収まりを見せつつあり、お家 

の人といっしょに久しぶりに、旅行に出かけ 

る人もいることと思います。また、スポーツや 

趣味に没頭する人もいるでしょう。今年は、 

大きく連続することなく、飛び飛びになって 

いますが、「連休ならではの」「連休だからこ 

そできる」過ごし方で、有意義にお過ごしく 

ださい。病気や事故に気をつけて、たっぷ 

りと連休を楽しんでくだ 

さい。連休明けに、元気 

に過ごしたお子さまに会 

えることを楽しみにして 

います。 

 

今のところ・・・ 

  

マスク着用について個人の判断が基本とし

て以来、校内では、マスクをする子、しない

子、日や時間によって着けたり外したり・・と、

いろいろですが、そのことで、事前に懸念があ

った着脱を強いることや、着用の有無による差

別・偏見等のトラブルは心配無いようです。 

 

また、話し合い 

活動や理科、音楽 

など、感染リスクが 

比較的高いとされ 

る学習活動につい 

ても、効果的な換 

気等に努めていま 

す。 

 

 

 



5月の予定 

 1年 2年 3年 4年 5年 6年 

1日（月） 視力検査      

地区巡視 13時 15分下校、同様に 5/2（火）8（月） 

3日（水） 憲法記念日 

4日（木） みどりの日 

5日（金） こどもの日 

9日（火） 内科検診  内科検診  内科検診  

11日（木） 全校朝会 

12日（金）  委員会活動 

15日（月） 心臓検診      

16日（火） 安全点検・登校指導日 

尿検査（一次） 

    14時 30分～

15時 15分 
修学旅行

説明会 

17日（水） 尿検査（一次）予備日 

    聴力検査  

水着販売（2時 00分～3時 30分） 

18日（木）   聴力検査    

19日（金） 眼科検診   眼科検診   

22日（月） 10分間読書 ～26日（金） 

  校外学習 （市役所・図書館） 

 聴力検査     

23日（火） 聴力検査      

24日（水） 聴力検査（再検査）、13時 20分下校 

25日（木）     自然学校

説明会 

14時 30分～

15時 15分 

26日（金）    クラブ活動 

30日（火） 耳鼻科検診   耳鼻科検診   

31日（水） 緊急時お迎え訓練 13時 35分より実施いたします。 

＊「校区内において不審者が発生し、児童だけでは下校が危険な状況であ

る。」という想定のもと、保護者等（児童お迎えカードにご記入いただいてい

る方）にご来校いただき、児童を引き渡して安全に下校する訓練です。 

＊準備物：お迎え登録者控 

※ミマモルメにてご入力いただ 

き、学校で作成したものを 

5月１日（月）に水色の連絡 

封筒に入れて配布します。 

ご確認願います。 

＊お迎えが難しい場合は、教師 

引率のもと、集団下校となりま 

す。詳細は、本日、紙媒体で 

配布の別途文書にてご確認願 

います。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

兵庫県教育委員会では、教職員が時間的・精神的ゆとりを持って児童生徒と向き合うこと

で、教育活動のさらなる充実を図られるよう、教職員の勤務時間の適正化を推進しており、「ノ

ー会議デー」（本校は月曜日）、「教職員定時退勤日（本校は金曜日『リフレッシュデー』」を実

施しています。保護者や地域のみなさまのご理解・ご協力をお願いいたします。 

いっしょに考えましょう・・・新しいチャンネルとして 

 

「学年が進行してきたけど、通常の学習形態では学習が定着しにくい・・・。」「聞く・話す・読

む・計算する・推論するなどが苦手なのかな・・・。」「お友だちとのトラブルが多い。コミュニケー 

ションが下手なのかな・・・」「集団での行動についていけない・・・。」などなど。 

 

お子さまのごようすで気になるようなことがありましたら、ご遠慮なく、学級担任もしくは特別支

援教育コーディネーター（担当：清川・藤濤 072-792-2967））までお問い合わせください。 

 

本年度より、「通級指導教室（にじいろ教室、担当：東端）」において、通常の学級に在籍する

児童で、LD、ADHD 等により、学習や生活の面で特別な教育的支援を必要としている児童に

対して、安定した学校生活や集団生活が行えるように支援するしくみを本校内で有することに

なりました。 

通級による指導として、原則「通級指導教室」（にじいろ教室）で、児童の実態に応じて「コミ

ュニケーションスキルの指導」「書くことの指導」や「読むことの指導」、「衝動性や多動性を抑え

る指導」等を行います。抱え込まず、お気軽にご相談ください。 

 

 
  



※高温多湿の時期を迎えるにあたり、子ども 

たちが「自分で自分の命を守る」健康管理 

として気をつけることについて、保護者の 

みなさまにご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①登下校時

○帽子を着用させましょう。

○日傘、濡らしたタオル等を

首に巻くなどもOKです。

○通気性の良い衣服や吸水性、速乾性に優れた

下着などの着用など、暑さ対策を心がけま

しょう。

○携帯扇風機も暑さ対策の一つと考えます。時

と場所、使い方を考えて、自己管理で持って

きても構いません。

 

②水分補給

○水分を十分に補給できるよう、1日分のお茶

（１ℓぐらい）が入るような水筒をご用意願い

います。

○ペットボトルそのままの状態での持参はＮＧで

す。ペットボトルカバー等をつけましょう。

○体育科授業のある時は、お茶に加えて、スポー

ツドリンクも必要に応じてご準備願います。

 

③ランドセルについて

○現在ランドセルを使用していて負担

を感じている（暑いなあ、重たいな

あ）場合、両手が自由になるリュッ

クサックやショルダーバック、手提げ袋等に変

えることはＯＫです。

今まで通りランドセルもよし、リュックサッ

クに変更もよし、日によって使い分けもよし、

柔軟にご対応いただきますよう、アドバイスを

お願いします。

 

④置き勉について

○基本的に、宿題に使わない教科書は学校に置き

とどめること（置き勉）も引き続き実施します。

どの学年も、国語・算数以外は、置き勉の対象

（学校に置いてもいい）ということにしていま

す。ただし、宿題に関係するときや、自分で家

庭学習に使うときはその限りではないというこ

とです。

 

⑤タブレットについて①

○タブレットの持ち帰りについては、「次の日の

学習で必要なときは、学級担任から、連絡帳に

持ち物として、タブレットを記述し、必ず持っ

てくるようにする。記述がなければ、家庭に置

いておく。」を基本とします。

 

⑤タブレットについて②

○「週末の金曜日には学校から必ず持ち帰り、土

日曜日の家庭学習に使用する」は継続します。

○学習活動の継続性から、学級担任の判断で「学

校に置いて帰る」ということもあります。

○また、家庭から持って行っても予定通りには使

用（できない）しない場合もあり得ます。

 

⑤タブレットについて③
○置き勉や、タブレットは必要な時だけとしてい

ますが、教科書とタブレットの両方が重なる場

合もあり、そのような時は子どもたちには負担

があると、ご指摘のあることも認識しています。

しかしながら、「タブレットの中に教科書が入

る時代が来ている」のも事実で、紙媒体の教科

書とタブレットの併用、今後も進んでくると思

います。

 


